
甲
状
腺
は
、
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
す
る
重
さ
10
～

20
ｇ
の
小
さ
な
臓
器
で
、
喉こ

う

頭と
う

隆
起
（
喉の

ど

ぼ
と
け
）
の
下

に
位
置
す
る
。
こ
の
４
月
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量

が
過
剰
と
な
る
甲
状
腺
良
性

腫
瘍
や
バ
セ
ド
ウ
病
に
内
視

鏡
下
甲
状
腺
切
除
術
が
保
険

適
用
と
な
っ
た
。

一
般
の
手
術
で
は
首
元
を

横
に
10
㎝
程
度
切
開
、
術
後

も
目
立
つ
位
置
に

ケ
ロ
イ
ド
状
の
痕

が
残
る
こ
と
も
あ

り
、
患
者
さ
ん
が
、

な
か
な
か
手
術
に

踏
み
き
れ
な
い
要
因
と
な
っ

て
い
た
。
内
視
鏡
下
手
術
は

傷
口
が
２
～
３
㎝
と
小
さ
く
、

切
開
場
所
も
鎖
骨
下
や
腋え

き

窩か

（
わ
き
の
下
）
な
ど
目
立
た

な
い
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
整
容
性
が
高
い

の
が
特
徴
。

ま
た
、
低
侵
襲
の
た
め
術

後
２
日
ほ
ど
で
退
院
可
能
で
、

仕
事
な
ど
で
多
忙
な
人
で
も

手
術
が
受
け
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

た
だ
、
甲
状
腺
の
内
視
鏡

下
切
除
術
を
保
険
診
療
で
行

う
に
は
、
外
科
、
内
分
泌
外

科
、
耳
鼻
咽い

ん

喉こ
う

科
、
頭と

う

頚け
い

部

外
科
の
い
ず
れ
か
の
診
療
科

の
経
験
年
数
が
10
年
以
上
で
、

か
つ
当
該
技
術
の
執
刀
医
と

し
て
の
経
験
症
例
数
が
５
例

以
上
の
常
勤
医
が
在
籍

―

と
い
う
厳
し
い
施
設
認
定
条

件
が
あ
る
。

同
手
技
は
、
こ
れ
ま
で
先

進
医
療
で
し
か
認
め
ら
れ
て

こ
ず
、
全
国
９
施
設
の
み
で

症
例
が
集
積
さ
れ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
研
修
場
所
の
少

な
さ
か
ら
執
刀
医
要
件
を
ク

リ
ア
す
る
医
師
の
数
は
き
わ

め
て
少
な
く
、
認
定
施
設
は

北
海
道
全
体
で
５
施
設
に
と

ど
ま
る
（
10
月
6
日
現
在
、

北
海
道
厚
生
局
）。

札
幌
病
院
で
同
手
術
を
執

刀
す
る
片
山
昭
公
・
耳
鼻
咽

喉
科
部
長
は
、
同
手
技
を
開

発
し
た
日
本
医
科
大
学
付
属

病
院
の
清
水
一
雄
・
外
科
学

主
任
教
授
（
現
・
名
誉
教
授
）

に
師
事
、
前
任
地
の
旭
川
医

科
大
学
で
研け

ん

鑽さ
ん

を
積
み
、
後

進
を
育
成
、
経
験
症
例
数
は

３
０
０
例
を
超
え
て
い
る
。

札
幌
徳
洲
会
病
院
は
、
４
月
に
保
険
適
用
と
な
っ
た
甲
状
腺
良
性
腫
瘍
や
バ
セ
ド
ウ
病
な

ど
に
対
す
る
内
視
鏡
下
甲
状
腺
切
除
術
の
保
険
診
療
を
実
施
し
て
い
る
。
執
刀
医
に
厳
し

い
条
件
が
あ
る
た
め
、
同
施
術
の
実
施
施
設
は
全
国
で
も
わ
ず
か
で
、
札
幌
市
内
の
認
可

施
設
は
同
院
の
み
。
従
来
の
甲
状
腺
切
除
術
は
首
元
に
大
き
な
傷
痕
が
残
り
、
と
く
に
若

い
女
性
に
多
い
甲
状
腺
疾
患
の
治
療
の
障
壁
と
な
っ
て
い
た
が
、
内
視
鏡
下
手
術
は
高
い

整
容
性
（
見
た
目
）
が
期
待
で
き
る
た
め
、
保
険
診
療
開
始
後
、
同
院
に
患
者
さ
ん
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。

内
視
鏡
下
甲
状
腺
切
除
に

は
多
種
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
が
存
在
す
る
が
、
片
山

部
長
は
鎖
骨
下
ア
プ
ロ
ー
チ

を
推
奨
。
傷
口
が
目
立
ち
に

く
い
だ
け
で
な
く
、
術
中
に

副
損
傷
（
意
図
せ
ぬ
場
所
に

傷
が
つ
く
こ
と
）
が
あ
っ
た

で
、
通
常
の
内
視
鏡
下
手
術

で
必
要
な
二
酸
化
炭
素
の
注

入
が
必
要
な
く
、
管
理
も
容

易
で
リ
ユ
ー
ザ
ブ
ル
（
再
使

用
可
能
）
と
経
済
的
で
あ
る

た
め
、
今
で
は
国
内
だ
け
で

な
く
海
外
で
も
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。

片
山
部
長
は
、
そ
の
豊
富

な
経
験
を
も
と
に
海
外
で
も

技
術
指
導
。
タ
イ
か
ら
札
幌

病
院
に
研
修
を
受
け
に
来
て

い
た
医
師
に
同
手
術
器
具
を

贈
っ
た
縁
で
、
昨
年
か
ら
は

同
国
タ
ン
マ
サ
ー
ト
大
学
の

客
員
教
授
と
な
り
、
今
年
は

８
月
に
４
日
間
の
日
程
で
同

場
合
で
も
指
が
届
く
た
め
、

緊
急
止
血
な
ど
が
容
易
で
、

重
篤
な
事
態
に
な
り
に
く
い

か
ら
だ
。
片
山
部
長
は
「
過

去
３
０
０
例
の
な
か
で
１
例

も
通
常
の
頚
部
外
切
開
手
術

（
オ
ー
プ
ン
手
術
）
に
移
行

し
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
好
成
績
を
ア
ピ
ー
ル
。

ま
た
、
片
山
部
長
は
手
術

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
器
具

も
考
案
し
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。

皮
膚
切
開
部
か
ら
金
属
棒
を

差
し
込
み
、
皮
弁
を
吊
り
上

げ
て
視
野
と
手
技
を
行
う
た

め
の
空
間
を
確
保
す
る
器
具

豊
富
な
経
験
生
か
し
国
際
支
援
も

札幌市で唯一実施
内視鏡下甲状腺切除術

札幌徳洲会病院

地
に
赴
き
内
視
鏡
下
甲
状
腺

切
除
術
の
コ
ツ
な
ど
披
露
し

た
。
片
山
部
長
は
「
タ
イ
の

医
師
は
仕
事
熱
心
で
知
識
レ

ベ
ル
も
高
く
、
教
え
が
い
が

あ
り
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
に
も
、
清
水
・

主
任
教
授
ら
と
と
も
に
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
影

響
で
甲
状
腺
が
ん
の
発
生
率

が
高
い
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国

に
赴
き
、
内
視
鏡
下
手
術
を

実
施
し
た
り
、
現
地
で
技
術

指
導
を
し
た
り
し
た
実
績
が

あ
り
、
国
際
医
療
支
援
は
片

山
部
長
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

国内外で内視鏡下甲状
腺切除術の技術指導を
する片山部長

皮膚切開部から金属棒を挿入、皮弁をも
ち上げる手術器具を開発

タイ・タンマサート大学客員教授として現地医師
らに技術指導

徳 洲 新 聞生
い の ち
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